
　
若
林
章
喜（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
北
部
丘
陵
に
つ
い
て
、
町

田
市
は
明
確
な
理
念
を
示
し
、
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

　
北
部
丘
陵
担
当
部
長
　
市
民
の

み
な
ら
ず
、
首
都
圏
に
お
け
る
貴

重
な
緑
の
資
産
と
し
て
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
我
々
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
1
　
町
田
市
の
経
営
品
質
は
ど

の
程
度
向
上
し
た
の
か
。

　
市
長
　
私
と
し
て
は
経
営
品
質

向
上
活
動
、
モ
デ
ル
職
場
だ
け
で

は
な
く
、
市
全
体
と
し
て
職
員
の

仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
の
意
識
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
1
　
町
田
市
の
施
策
を
市
内
外

に
発
信
す
る
た
め
の
総
合
的
な
イ

メ
ー
ジ
戦
略
を
積
極
的
か
つ
専
門

的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
、
中
期
経
営
計
画
で
掲

げ
た
四
つ
の
都
市
像
の
実
現
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
を
、
今
後
も
十
分
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）
　

　
1
　
国
保
税
の
引
き
下
げ
や
生

活
資
金
貸
し
付
け
の
拡
充
な
ど
、

深
刻
な
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
手

だ
て
を
と
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
非
自
発

的
失
業
者
等
に
対
す
る
国
保
税
の

軽
減
対
策
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

実
施
の
場
合
は
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
社
協
が
行
う

生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
要
件
が
緩

和
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
制
度

の
紹
介
や
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
1
　
新
庁
舎
よ
り
保
育
所
や
特

養
ホ
ー
ム
、
市
民
セ
ン
タ
ー
建
設

を
最
優
先
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
市
民
生
活
優
先

は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
新
庁
舎

建
設
は
市
民
と
行
政
の
協
働
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
現
職
市
長
が
有
罪
判
決
を

受
け
、
証
拠
を
隠
し
た
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
事
件
の
真
相
を
問
う
。

　
市
長
　
こ
れ
ま
で
に
も
お
答
え

す
べ
き
こ
と
は
き
ち
ん
と
答
え
て

い
ま
す
の
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
新
井
克
尚
（
諸
派
）

　
1
　
予
算
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

制
度
導
入
の
成
果
は
。

　
市
長
　
「
広
報
ま
ち
だ
」
に
よ

る
広
告
収
入
、
随
意
契
約
か
ら
競

争
入
札
に
よ
り
三
年
間
で
一
二
件
、

総
額
四
、
七
○
○
万
円
の
財
源
確

保
と
経
費
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

各
部
の
創
意
工
夫
で
職
員
の
意
識

向
上
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
　
玉
川
学
園
前
駅
北
口
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
の
屋
根
の
進
捗
は
。

　
建
設
部
長
　
現
在
、
工
事
設
計

図
面
の
作
成
を
進
め
て
お
り
、
今

後
、
小
田
急
電
鉄
と
協
議
を
行
い
、

一
月
中
に
は
工
事
に
着
手
し
た
い
。

　
1
　
小
山
地
区
の
異
臭
、
問
題

解
決
に
向
け
て
現
状
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
問
題
と
な
っ

て
い
る
異
臭
の
発
生
源
は
相
模
原

市
内
の
事
業
所
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
相
模
原
市
で
も
当
該
事

業
所
に
開
口
部
の
密
閉
や
脱
臭
装

置
の
回
復
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
相
模
原
市
と
の
連
携
で

状
況
改
善
に
努
力
し
ま
す
。

　
佐
藤
洋
子（
日
本
共
産
党
）

　
1
　
小
山
田
中
学
校
の
プ
レ
ハ

ブ
図
書
室
の
改
善
、
教
室
に
ク
ー

ラ
ー
、
校
庭
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
置
を
早
急
に
行
う
べ
き
。

学
校
教
育
部
長
　
ク
ー
ラ
ー
は

必
要
性
の
高
い
図
書
室
か
ら
設
置

を
進
め
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
計

画
を
作
成
し
、
実
施
を
検
討
し
ま

す
。
小
山
田
中
の
図
書
室
の
配
置

は
学
校
側
と
協
議
、
調
整
中
で
す
。

　
1
　
北
部
丘
陵
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
に
基
づ
く
整
備
計
画
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
べ
き
。

北
部
丘
陵
担
当
部
長
　
策
定
中

の
（
仮
称
）
町
田
市
北
部
丘
陵
活

性
化
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
な
予

算
を
確
保
し
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
1
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

来
年
度
の
保
険
料
が
値
上
げ
に
な

ら
な
い
た
め
の
市
の
方
策
は
何
か
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
来
年
度

も
四
項
目
の
保
険
料
軽
減
対
策
並

び
に
所
得
割
の
東
京
都
独
自
軽
減

対
策
を
継
続
実
施
す
る
方
向
で
広

域
連
合
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

北

部

丘

陵

の

取
り
組
み
に
つ
い
て

新

庁

舎

建

設

よ

り

市

民

生

活

優

先

に

こ

れ

ま

で

の

主

張

や

提

案

の

進

捗

は

学

校

施

設

の

充

実

を

求

め

て

　
い
わ
せ
和
子
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
負

担
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
検
討
結

果
は
。

　
鷲
北
副
市
長
　
現
在
、
二
〇
一

〇
年
度
の
実
施
も
含
め
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
1
　
市
境
の
道
路
整
備
（
特
に

川
崎
市
）
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
建
設
部
長
　
川
崎
市
と
は
、
具

体
的
な
即
効
性
の
あ
る
整
備
の
方

向
を
探
る
協
議
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
川
崎
市
ま
た
は
東
京

都
に
対
し
て
は
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
二
三
号
線
の
今
後
の
道
路

整
備
は
。

　
建
設
部
長
　
鶴
川
二
三
号
線
の

拡
幅
整
備
は
今
年
度
よ
り
生
活
道

路
と
し
て
の
整
備
工
事
を
始
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
工
事
内
容
は
、

排
水
の
整
備
工
事
で
す
が
、
次
年

度
は
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
舗
装
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね

一
年
八
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
整
備

で
継
続
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
河
辺
康
太
郎（
民
主
党
・
社
民
）

　
1
　
市
が
把
握
す
る
こ
の
地
域

の
課
題
と
は
何
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
小
山
・
小
山
ヶ

丘
の
地
域
課
題
と
し
て
渋
滞
解
消
、

小
中
学
校
の
整
備
、
駅
前
交
番
の

設
置
等
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
1
　
今
後
の
対
応
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
渋
滞
解
消
に
つ

い
て
は
交
差
点
の
改
良
等
を
実
施

し
、
小
山
中
央
小
学
校
・
小
山
中

学
校
は
開
設
に
向
け
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
交
番
の
設
置
は
警

視
庁
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
1
　
町
田
市
民
病
院
・
全
適
移

行
の
成
果
と
し
て
約
二
〇
点
答
弁

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
全
適
に
移

行
し
な
け
れ
ば
出
来
な
か
っ
た
こ

と
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
市
民
病
院
事
業
管
理
者
　
診
療

情
報
管
理
士
の
採
用
や
複
数
年
契

約
で
す
が
、
効
果
と
考
え
る
の
は
、

職
員
の
意
識
で
、
無
駄
を
省
き
、

全
力
を
挙
げ
て
組
織
を
守
る
と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
た
こ
と
で
す
。

ヒ

ブ

ワ

ク

チ

ン

来

年

度

予

算

化

へ

小

山

・

小

山

ヶ

丘

の

地

域

課

題

　
黒
木
一
文
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
町
田
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
出

来
る
と
い
う
。
ど
こ
に
・
広
さ
は

そ
し
て
い
つ
オ
ー
プ
ン
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
鶴
見
川
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
ド
ッ
グ
ラ

ン
用
地
と
し
て
目
的
外
使
用
す
る

予
定
で
す
。

　
環
境
資
源
部
長
　
一
、
七
〇
〇

平
米
ぐ
ら
い
、
二
〇
一
〇
年
四
月

に
は
供
用
で
き
る
状
態
に
持
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
　
市
民
病
院
で
入
院
患
者
様

が
ペ
ッ
ト
と
面
会
出
来
る
と
い
う
。

い
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
か
。

　
市
民
病
院
総
務
部
長
　
一
〇
月

に
駐
車
場
棟
が
完
成
す
る
予
定
で

す
の
で
、
そ
の
時
期
に
は
実
現
し

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
1
　
市
民
の
新
市
庁
舎
に
も
現

庁
舎
同
様
、
職
員
組
合
掲
示
板
を

市
民
向
け
掲
示
板
よ
り
目
立
つ
所

に
設
置
す
る
考
え
な
の
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
市
民
の
目
に
触

れ
な
い
と
こ
ろ
を
選
定
し
、
設
置

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
田
中
修
一
（
民
主
党
・
社
民
）

　
1
　
町
田
保
健
所
（
都
立
）
の

町
田
市
へ
の
移
行
に
つ
い
て
理
念
、

意
義
等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
交

渉
を
進
め
て
き
た
か
。

　
鷲
北
副
市
長
　
理
念
と
し
て
は

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
い
き
い
き
健
康

都
市
！
」
を
掲
げ
市
民
ニ
ー
ズ
に

基
づ
く
効
率
的
・
効
果
的
な
保
健

衛
生
行
政
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
1
　
保
健
所
移
行
後
の
組
織
及

び
事
務
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
い
き
い

き
健
康
部
に
置
き
、
三
課
体
制
と

し
、
こ
れ
に
健
康
課
を
含
め
た
四

課
を
保
健
所
長
が
所
管
し
ま
す
。

　
1
　
移
行
後
東
京
都
の
財
政
負

担
と
人
的
な
負
担
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。

　
い
き
い
き
健
康
部
長
　
財
政
負

担
は
年
間
約
五
億
四
、
○
○
○
万

円
を
見
込
み
、
当
初
か
ら
二
年
度

ま
で
は
三
分
の
二
、
四
年
度
ま
で

が
二
分
の
一
、
五
年
度
が
三
分
の

一
を
都
が
支
援
し
、
三
年
間
は
職

員
の
派
遣
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
渋
谷
武
己（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
子
育
て
支
援
の
方
針
は
。

　
市
長
　
当
初
予
算
で
二
○
年
間

限
定
の
保
育
所
整
備
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
全
国
的
に
も
余
り
例
の

な
い
事
業
手
法
で
す
。
こ
の
先
、

子
ど
も
の
数
が
減
る
こ
と
は
確
実

で
す
。
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
公

立
保
育
所
と
い
う
整
備
方
針
は
現

在
あ
り
ま
せ
ん
。

　
1
　
老
人
福
祉
の
方
針
は
。

　
市
長
　
私
見
で
す
が
、
在
宅
介

護
が
一
番
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
入
所
を
お
待
ち
の
方
も
多

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
が
増
え

れ
ば
保
険
料
に
は
ね
返
り
、
そ
こ

を
理
解
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
整
備

が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
1
　
町
田
の
未
来
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
を
問
う
。

　
市
長
　
今
後
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て
、
四
つ
の
都
市
像
に
掲
げ
た

一
番
最
初
が
市
民
協
働
の
ま
ち
と

い
う
こ
と
で
情
報
の
共
有
と
市
民

協
働
と
い
う
こ
と
、
そ
う
い
う
町

に
な
る
こ
と
が
最
終
の
目
標
で
す
。

ド

ッ

グ

ラ

ン

！

四

月

に

オ

ー

プ

ン

保
健
所
の
町
田
市
へ
の

移

行

を

問

う

市

政

運

営

に

つ

い

て

問

う

（2）平成22年（2010年）1月30日 No.175

　今回の定例会では、12月4日、7日、8日、9日の4日
間にわたり、27名の議員が市政を取り巻く諸問題につい
て、意見・提案をまじえながら、市長などの考えをただ
しました。
　質問、答弁の要旨は次のとおりです。

町田市議会だより

町田市民病院のエントランス


